
 

 

 

    

    

 

  ○「My まっぷラン」を活用した地域における津波避難計画を策定する際に、地域におい

てワークショップを行うときの様式をとりまとめました。 

  ○第 1 部の内容に沿った様式になっていますが、地域の実情にあわせて、修正等を行っ

てください。なお、これら様式の電子データを別途用意していますので、活用してく

ださい。 

 

 

第２部第２部第２部第２部    

 

様式集 様式集 様式集 様式集 



 

 

 



（様式１ 第１回コア会議次第） （様式１ 第１回コア会議次第） （様式１ 第１回コア会議次第） （様式１ 第１回コア会議次第） 

 

○○市△△町□□地区  津波避難計画検討会 第 1回検討会（コア会議） 

 

 

                     日時：●月●日（●）00：00～00：00 

                     場所：□□□□□□□□ 

 

 

次  第 

 

 

１． 開会 

 

２． あいさつ 

 

３． 自己紹介 

 

４． 検討会 

 

           （１）本事業の目的、趣旨  

 

（２）■■先生の講演 

   

  （３）本事業の進め方 

 

（４）意見交換 

 

５．その他 

 

６．閉会  
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（様式２ 第１回コア会議資料・実施計画書） （様式２ 第１回コア会議資料・実施計画書） （様式２ 第１回コア会議資料・実施計画書） （様式２ 第１回コア会議資料・実施計画書） 

平成●年●月●日  

○○市△△町□□地区 津波避難計画検討会 実施計画（案） ○○市△△町□□地区 津波避難計画検討会 実施計画（案） ○○市△△町□□地区 津波避難計画検討会 実施計画（案） ○○市△△町□□地区 津波避難計画検討会 実施計画（案） 

    

１．本事業の目的 １．本事業の目的 １．本事業の目的 １．本事業の目的 

 ○東日本大震災では、過去の体験等から「自分のところには津波が来ても大した被害はない」

と考えて逃げなかった人や、家族を迎えに行ったり、渋滞に巻き込まれたり、避難場所が分

からない等の理由で逃げ遅れた多くの人々が犠牲になりました。 

〇この教訓を踏まえ、避難を確実にしていくためには、誰かに指示されて避難を行うのではな

く、自らの命を守るために自らが決めて行うことが必要です。 

〇このため、住民一人ひとりが自らの津波避難計画を自ら作成する「Ｍｙまっぷラン」と名づ

けた一人ひとりの避難計画を、住民全体のワークショップにおいて議論し、それを地域全体

の津波避難計画につなげ、地域の防災力向上に結び付けていくプロセスが必要です。 

〇本事業は、この「Ｍｙマップラン」を活用して、地域の避難計画を作成することを目的に実

施するものです。 

    

２．対象地域 ２．対象地域 ２．対象地域 ２．対象地域 

  ○対象地域：○○市△△町□□地区（人口約〇〇人、世帯数約△△世帯） 

    

３．実施手順 ３．実施手順 ３．実施手順 ３．実施手順 

  実施手順は、次ページの通りです。 

 

   ■「Ｍｙまっぷラン」の表面（裏面は、地域の図面） 

 Ａ３版を折りたたみ、Ａ６版のポケットサイズになります。 
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５．確認事項 ５．確認事項 ５．確認事項 ５．確認事項 

 

①ワークショップの回数とその内容、会場、スケジュール 

②コアメンバーの役割分担 

〇企画進行役 ：ワークショップの進め方の立案、ワークショップの司会進行 

〇運営スタッフ：ワークショップの準備作業・グループ検討の補助 

〇「Ｍｙまっぷラン」の作成：市町防災主管課と相談し、地域の「Ｍｙまっぷラン」を作成 

③次回以降会議の住民への周知方法（チラシの作成と配布の方法等） 

    

    

６．スケジュール（案） ６．スケジュール（案） ６．スケジュール（案） ６．スケジュール（案） 

 

項目 日時 場所 参加者 内容 

① 第 2 回検討会 

（タウンウォッチン

グ） 

●/●（●） 

00:00～00:00 

□□□□

□ 
住民 

・タウンウォッチング 

・防災マップ作成  

「My まっぷラン」の 

配布 
    

② 第 3 回検討会 

（一人ひとりの避難計

画の集計） 

●/●（●） 

00:00～00:00 

□□□□

□ 
住民 

・「Ｍｙまっぷラン」の集計 

・災害時要援護者の避難 

・自動車での避難 

③ 第 4 回検討会 

（津波避難訓練） 
●/●（●） 

00:00～00:00 

□□□□

□ 
住民 

・津波避難訓練の実施 

・津波避難訓練の評価 

・今後の取組 

④ 第 5 回検討会 

（地域の津波避難計画

作成） 

●/●（●） 

00:00～00:00 

□□□□

□ 
コア 

・地域の津波避難計画作成 

・今後の取組 
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1

○○市△△町□□地区

津波避難計画作成

全体説明会・タウンウォッチング

日時：平成●年●月●日（● ）

午前９時～12時30分

場所：□□□□□□

（様式４ 第２回全体会議資料）（様式４ 第２回全体会議資料）（様式４ 第２回全体会議資料）（様式４ 第２回全体会議資料）

本日のスケジュール

9:00 １．開会

２．あいさつ（○○市）

9:10 ３．津波避難についての講演

（▲▲大学 ■■先生）

9:40 ４．全体説明、タウンウォッチング準備

10:10 5.  タウンウォッチング(まち歩き出発）

11:30    ６．防災マップの作成

12:00    ７．グループごとに発表

12:25    ８．講評

12:30    ９．閉会
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（様式４　第２回全体会議資料）

















●Ｍｙまっぷランの作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．避難場所、避難経路をご家族で話し合い、仮設

定してください 

３．できれば、避難経路の候補をタウンウォッチン

グ（まち歩き）し、危険な個所がないか確認し

てください。 

（タウンウォッチングを実施済みの方などは、

省略して結構です） 

４．Ｍｙまっぷランの図面に自宅（●印）、避難場

所の候補（○印）、避難経路（線で引く）、交通

手段（徒歩等）を記入してください。危険な場

所・不安なことなども地図上に記入してくださ

い。 

家族全員分のＭｙまっぷ

ランを持って会議に参加 

次回会議（〇〇月〇〇日（□））

に参加できる方 

次回会議（〇〇月〇〇日（□））

に参加できない方 

家族全員分のＭｙまっぷ

ランを班長さんに渡す 

５．津波避難計画の作成 

【日時】〇〇月〇〇日（□） 19 時～２１時 

 【場所】□□公民館 

後日、Ｍｙまっぷランを返却します 

●注意事項 

・乳幼児、高齢者等本人が記載できない場合は、  

世帯主等が記入してください。 

１．「あなたの情報」の欄に氏名、住所、班番号を

記入してください。（一人 1 枚です） 
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1

○○市△△町□□地区

津波避難計画作成

ワークショップ

日時：平成●年●月●日（ ● ）

午後７時～９時

場所：□□□□□□

（様式６ 第３回全体会議資料）（様式６ 第３回全体会議資料）（様式６ 第３回全体会議資料）（様式６ 第３回全体会議資料）

本日のスケジュール

19：00 １．開会

２．あいさつ

19：10 ３．これまでの振り返り

４．Ｍｙまっぷランの集計と課題整理

（津波避難場所、経路、課題）

19：50 ５．津波避難に関して地域で共有する

ことを話し合う

６．避難訓練で確認することを話し合う

20：20 ７．グループごとに発表

20：50 ８．講評

（▲▲大学 ■■先生）

21：00 ９．閉会
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(様式６　第３回全体会議資料）



2

これまでのふりかえりと今後の進め方

日時・場所 内容

①

タウン

ウォッチオ

ング

（前回）

【日時】

●月●日（●）

朝９時～

12時30分

【場所】

□□□□□□

●タウンウォッチング（まち歩き）し、

津波避難経路を確認しました

・■■先生の講義

・タウンウォッチング

・防災マップの作成

●一人ひとりの避難計画を作成

（「Ｍｙまっぷラン」への記入）

日時・場所 内容

②

一人ひと

りの津波

避難計画

の集計

（本日）

【日時】

●月●日（●）

１９時～２１時

【場所】

□□□□□□

●一人ひとりの津波避難計画を集計

し、課題を話し合います

・事前に作成した一人ひとりの津

波避難計画の集計

・災害時要援護者の避難、自動車

による避難の話し合い

日時・場所 内容

③

津波避難

訓練の実

施

【日時】

●月●日（●）

朝９時～12時

【場所】

□□□□□□

●避難訓練に参加し、評価します

・一人ひとりの避難計画どおりに

避難できたかどうか評価

・今後の取組について話し合い
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4

（参考）Ｈ２３三重県津波避難予測（Ｍ９．０） 防潮堤等の施設がないとした場合（参考）Ｈ２３三重県津波避難予測（Ｍ９．０） 防潮堤等の施設がないとした場合（参考）Ｈ２３三重県津波避難予測（Ｍ９．０） 防潮堤等の施設がないとした場合（参考）Ｈ２３三重県津波避難予測（Ｍ９．０） 防潮堤等の施設がないとした場合

○○市△△町 50ｃｍ津波到達時間 ●分○○市△△町 50ｃｍ津波到達時間 ●分○○市△△町 50ｃｍ津波到達時間 ●分○○市△△町 50ｃｍ津波到達時間 ●分

最大津波到達時間 ●分最大津波到達時間 ●分最大津波到達時間 ●分最大津波到達時間 ●分

最大津波高 ●ｍ最大津波高 ●ｍ最大津波高 ●ｍ最大津波高 ●ｍ

※あくまで予測です。これ以上もこれ以下もあり得ます。※あくまで予測です。これ以上もこれ以下もあり得ます。※あくまで予測です。これ以上もこれ以下もあり得ます。※あくまで予測です。これ以上もこれ以下もあり得ます。

津波浸水予測図

（防潮堤等の施設がないとした場合等）

作業に係る前にグループ内で役割を決める作業に係る前にグループ内で役割を決める作業に係る前にグループ内で役割を決める作業に係る前にグループ内で役割を決める

①リーダー（１人）①リーダー（１人）①リーダー（１人）①リーダー（１人）：：：：

時間配分を考えて、作業や議論の進め方をリードします。時間配分を考えて、作業や議論の進め方をリードします。時間配分を考えて、作業や議論の進め方をリードします。時間配分を考えて、作業や議論の進め方をリードします。

◆「Ｍｙまっぷラン」の仕分けと図面への記入◆「Ｍｙまっぷラン」の仕分けと図面への記入◆「Ｍｙまっぷラン」の仕分けと図面への記入◆「Ｍｙまっぷラン」の仕分けと図面への記入

②仕分け係（全員）②仕分け係（全員）②仕分け係（全員）②仕分け係（全員）

「Ｍｙまっぷラン」を避難場所、避難経路別に仕分けします。「Ｍｙまっぷラン」を避難場所、避難経路別に仕分けします。「Ｍｙまっぷラン」を避難場所、避難経路別に仕分けします。「Ｍｙまっぷラン」を避難場所、避難経路別に仕分けします。

仕分けした山ごとに担当をきめます。仕分けした山ごとに担当をきめます。仕分けした山ごとに担当をきめます。仕分けした山ごとに担当をきめます。

○図面への記入○図面への記入○図面への記入○図面への記入

避難経路等の記入（仕分けした山の担当ごと）：避難経路等の記入（仕分けした山の担当ごと）：避難経路等の記入（仕分けした山の担当ごと）：避難経路等の記入（仕分けした山の担当ごと）：

集計した避難経路を大きな図面にマジックで書きます。集計した避難経路を大きな図面にマジックで書きます。集計した避難経路を大きな図面にマジックで書きます。集計した避難経路を大きな図面にマジックで書きます。

○危険個所等の記録（その他の方）：○危険個所等の記録（その他の方）：○危険個所等の記録（その他の方）：○危険個所等の記録（その他の方）：

「Ｍｙまっぷラン」に書かれた危険個所等を付箋に記入し、「Ｍｙまっぷラン」に書かれた危険個所等を付箋に記入し、「Ｍｙまっぷラン」に書かれた危険個所等を付箋に記入し、「Ｍｙまっぷラン」に書かれた危険個所等を付箋に記入し、

貼り付けます。貼り付けます。貼り付けます。貼り付けます。

◆集計後の話し合い◆集計後の話し合い◆集計後の話し合い◆集計後の話し合い

③記録係（２人）③記録係（２人）③記録係（２人）③記録係（２人） ：：：：

テーブルで出た意見を付箋に記入します。テーブルで出た意見を付箋に記入します。テーブルで出た意見を付箋に記入します。テーブルで出た意見を付箋に記入します。

④発表者（１人）④発表者（１人）④発表者（１人）④発表者（１人）：：：：

グループの発表を担当します。グループの発表を担当します。グループの発表を担当します。グループの発表を担当します。
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10

●次回は、津波避難訓練（●月●日（ ● ））●次回は、津波避難訓練（●月●日（ ● ））●次回は、津波避難訓練（●月●日（ ● ））●次回は、津波避難訓練（●月●日（ ● ））

●津波避難訓練のときに実施したいこと、アイデア等を●津波避難訓練のときに実施したいこと、アイデア等を●津波避難訓練のときに実施したいこと、アイデア等を●津波避難訓練のときに実施したいこと、アイデア等を

話し合ってください。話し合ってください。話し合ってください。話し合ってください。

例えば、例えば、例えば、例えば、

・避難場所までの所要時間の測定・避難場所までの所要時間の測定・避難場所までの所要時間の測定・避難場所までの所要時間の測定

・非常時の持ち出し品のチェック 等・非常時の持ち出し品のチェック 等・非常時の持ち出し品のチェック 等・非常時の持ち出し品のチェック 等

作業３ 次回の津波避難訓練で行うこと作業３ 次回の津波避難訓練で行うこと作業３ 次回の津波避難訓練で行うこと作業３ 次回の津波避難訓練で行うこと

を話し合うを話し合うを話し合うを話し合う

グループごとに発表グループごとに発表グループごとに発表グループごとに発表

■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します

①避難場所と避難経路の人数①避難場所と避難経路の人数①避難場所と避難経路の人数①避難場所と避難経路の人数

②避難経路の危険個所、不安なこと、対応方策 等②避難経路の危険個所、不安なこと、対応方策 等②避難経路の危険個所、不安なこと、対応方策 等②避難経路の危険個所、不安なこと、対応方策 等

③地域で共有すること（課題と対応策）③地域で共有すること（課題と対応策）③地域で共有すること（課題と対応策）③地域で共有すること（課題と対応策）

・災害時要援護者の避難について・災害時要援護者の避難について・災害時要援護者の避難について・災害時要援護者の避難について

・自動車による避難について・自動車による避難について・自動車による避難について・自動車による避難について

④避難訓練で実施したいこと④避難訓練で実施したいこと④避難訓練で実施したいこと④避難訓練で実施したいこと
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1

○○市△△町□□地区

津波避難訓練及びワークショップ

日時：平成●年●月●日（ ● ）

午前９時～１２時

場所：□□□□□□

（様式８ 第４回全体会議資料）（様式８ 第４回全体会議資料）（様式８ 第４回全体会議資料）（様式８ 第４回全体会議資料）

本日のスケジュール

9：00 津波避難訓練開始

（自分で考えた避難場所まで避難）

10：00 □□□□□□に集合

・津波避難訓練参加者アンケートに記入

・これまでの振り返り

・津波避難訓練でできたこと、できなかった

ことの確認

・今後どうしていったらよいのか考える

11：２0 グループごとに発表

11：40 全体の講評（▲▲大学 ■■先生）

12：00 閉会
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2

１．これまでの振り返り

日時・場所 参加者 内容

①

タウン

ウォッチ

ング

【日時】

●月●日（●）

朝9時～

12時30分

【場所】

□□□□□□

●●名

●タウンウォッチング（まち歩き）し、津

波避難経路を確認しました

・〇〇先生の講義

・タウンウォッチング

・危険個所等の防災マップの作成

●一人ひとりの避難計画を作成（「Ｍｙまっぷラン」への記入）

【全体の流れ】

これまで、津波について不安に思っていること等をみなさんといっ

しょに考えながら、一人ひとりの津波避難計画の作成と避難訓練を

行ってきました。

日時・場所 参加者 内容

②

一人ひとり

の津波避難

計画の集計

【日時】

●月●日（●）

午後７時～９時

【場所】

□□□□□□

●●名

●一人ひとりの津波避難計画を集計

し、課題を話し合いました

・事前に作成した一人ひとりの津

波避難計画の集計

・災害時要援護者の避難、自動車

による避難の話し合い

日時・場所 参加者 内容

③

津波避難訓

練の実施

（本日）

【日時】

●月●日（●）

朝９時～12時

【場所】

□□□□□□

●津波避難訓練に参加し、評価し

ます

・一人ひとりの津波避難計画どお

りに避難できたかどうか評価

・今後の取組について話し合い
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⑥家族で話し合って決めておく⑥家族で話し合って決めておく⑥家族で話し合って決めておく⑥家族で話し合って決めておく

●避難場所、避難経路、避難方法●避難場所、避難経路、避難方法●避難場所、避難経路、避難方法●避難場所、避難経路、避難方法

●家以外で良くいる場所からの避難、夜間の避難など、いろいろな●家以外で良くいる場所からの避難、夜間の避難など、いろいろな●家以外で良くいる場所からの避難、夜間の避難など、いろいろな●家以外で良くいる場所からの避難、夜間の避難など、いろいろな

場面での避難を考えておきましょう。場面での避難を考えておきましょう。場面での避難を考えておきましょう。場面での避難を考えておきましょう。

●災害時の安否確認、連絡方法を準備●災害時の安否確認、連絡方法を準備●災害時の安否確認、連絡方法を準備●災害時の安否確認、連絡方法を準備

○災害伝言ダイヤル「171」○災害伝言ダイヤル「171」○災害伝言ダイヤル「171」○災害伝言ダイヤル「171」

○携帯電話の災害用伝言サービス○携帯電話の災害用伝言サービス○携帯電話の災害用伝言サービス○携帯電話の災害用伝言サービス

（WEBサービストップ画面の「災害伝言版」を選択。（WEBサービストップ画面の「災害伝言版」を選択。（WEBサービストップ画面の「災害伝言版」を選択。（WEBサービストップ画面の「災害伝言版」を選択。

伝言の登録・確認。）伝言の登録・確認。）伝言の登録・確認。）伝言の登録・確認。）

○テレビ、ラジオ（防災行政ラジオ）○テレビ、ラジオ（防災行政ラジオ）○テレビ、ラジオ（防災行政ラジオ）○テレビ、ラジオ（防災行政ラジオ）

○■■市防災行政無線 フリーダイヤル 「●●●●-●●-●●●」○■■市防災行政無線 フリーダイヤル 「●●●●-●●-●●●」○■■市防災行政無線 フリーダイヤル 「●●●●-●●-●●●」○■■市防災行政無線 フリーダイヤル 「●●●●-●●-●●●」

○■■市の土砂災害情報相互通報システム（登録者のみ）○■■市の土砂災害情報相互通報システム（登録者のみ）○■■市の土砂災害情報相互通報システム（登録者のみ）○■■市の土砂災害情報相互通報システム（登録者のみ）

○三重県の「防災みえ」メール配信サービス○三重県の「防災みえ」メール配信サービス○三重県の「防災みえ」メール配信サービス○三重県の「防災みえ」メール配信サービス

（（（（a@bosaimie.jp に空メールを送信。設定用メールがくる）

●津波情報の入手方法の確認●津波情報の入手方法の確認●津波情報の入手方法の確認●津波情報の入手方法の確認

●災害が起こったときには●災害が起こったときには●災害が起こったときには●災害が起こったときには

①身を守る①身を守る①身を守る①身を守る

②火を消す②火を消す②火を消す②火を消す

③扉を開ける③扉を開ける③扉を開ける③扉を開ける

④非常持ち出し袋④非常持ち出し袋④非常持ち出し袋④非常持ち出し袋

⑤安全な場所へ⑤安全な場所へ⑤安全な場所へ⑤安全な場所へ

⑥避難場所へ移動⑥避難場所へ移動⑥避難場所へ移動⑥避難場所へ移動

●避難のポイント●避難のポイント●避難のポイント●避難のポイント

①揺れを感じたらすぐ避難①揺れを感じたらすぐ避難①揺れを感じたらすぐ避難①揺れを感じたらすぐ避難

②津波警報・注意報がでたらすぐ避難②津波警報・注意報がでたらすぐ避難②津波警報・注意報がでたらすぐ避難②津波警報・注意報がでたらすぐ避難
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グループごとに発表グループごとに発表グループごとに発表グループごとに発表

■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します■グループで話し合ったことを発表します

①本日の津波避難訓練の成果、課題①本日の津波避難訓練の成果、課題①本日の津波避難訓練の成果、課題①本日の津波避難訓練の成果、課題

②今後、地区で準備すること②今後、地区で準備すること②今後、地区で準備すること②今後、地区で準備すること
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（様式９ 第５回コア会議次第） （様式９ 第５回コア会議次第） （様式９ 第５回コア会議次第） （様式９ 第５回コア会議次第） 

 

○○市△△町□□地区 津波避難計画作成  第５回 コア会議 

 

次 第 

 

日時：平成●年●月●日（●） 

   ００：００～００：００ 

場所：□□□□□□ 

 

 

 

１．あいさつ 

 

２．議事 

 

（１）これまでの活動の振り返り 

    

（２）地区の津波避難計画（案）について 

 

（３）次年度以降の取組について 

 

３．その他 
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○○市△△町□□地区

津波避難計画策定 コア会議

日時：平成●年●月●日（ ● ）

午前９時～１２時

場所：□□□□□□

（様式（様式（様式（様式10 第５回コア会議資料）第５回コア会議資料）第５回コア会議資料）第５回コア会議資料）

１．これまでの振り返り

日時・場所 参加者 内容

②

タウン

ウォッチン

グと防災

マップ作成

【日時】

●月●日（●）

朝9時～

12時30分

【場所】

□□□□□□

○○名

●タウンウォッチング（まち歩き）し、津波

避難経路を検討しました

・■■先生の講義

・タウンウォッチング

・危険個所等の防災マップの作成

●一人ひとりの避難計画を作成（「Ｍｙまっぷラン」への記入）

【全体の流れ】

これまで、津波について不安に思っていることなどをみなさんといっしょに考えながら、個

人個人の津波避難計画の作成と避難訓練を行ってきました。

日時・場所 参加者 内容

①

コア会議

【日時】

●月●日（●）

午後７時～９時

【場所】

□□□□□□

○○名

●本事業の目的、趣旨

●■■先生の講演

●本事業の進め方

●意見交換
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【ワークショップでの主な意見】【ワークショップでの主な意見】【ワークショップでの主な意見】【ワークショップでの主な意見】

課題 解決策課題 解決策課題 解決策課題 解決策

災害時要

援護者の

避難

・

・

・

・

自動車によ

る避難

・

・

・

・

その他 ・

・

・

・

③津波避難訓練の実施とまとめ③津波避難訓練の実施とまとめ③津波避難訓練の実施とまとめ③津波避難訓練の実施とまとめ

【行ってきたこと】【行ってきたこと】【行ってきたこと】【行ってきたこと】

①津波避難訓練の実施（９時のサイレンでスタート）①津波避難訓練の実施（９時のサイレンでスタート）①津波避難訓練の実施（９時のサイレンでスタート）①津波避難訓練の実施（９時のサイレンでスタート）

②ワークショップ②ワークショップ②ワークショップ②ワークショップ

● 津波避難訓練をふりかえって● 津波避難訓練をふりかえって● 津波避難訓練をふりかえって● 津波避難訓練をふりかえって

・避難時間、目標時間の達成度・避難時間、目標時間の達成度・避難時間、目標時間の達成度・避難時間、目標時間の達成度

・津波避難訓練でできたこと、できなかったこと・津波避難訓練でできたこと、できなかったこと・津波避難訓練でできたこと、できなかったこと・津波避難訓練でできたこと、できなかったこと

●避難場所、避難経路の再確認●避難場所、避難経路の再確認●避難場所、避難経路の再確認●避難場所、避難経路の再確認

●〇〇地区における津波避難の準備と方法●〇〇地区における津波避難の準備と方法●〇〇地区における津波避難の準備と方法●〇〇地区における津波避難の準備と方法

・自分で準備すること・自分で準備すること・自分で準備すること・自分で準備すること

・地区で準備すること・地区で準備すること・地区で準備すること・地区で準備すること

・避難するときにとるべき行動・避難するときにとるべき行動・避難するときにとるべき行動・避難するときにとるべき行動

・今後の進め方・今後の進め方・今後の進め方・今後の進め方
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  地域の津波避難計画図（案）を作成します（タウンウォッチングで作成した防災マップ、「Ｍｙまっぷラン」の集計結果をもとに作成します） 
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（様式１２ 「Ｍｙまっぷラン」） （様式１２ 「Ｍｙまっぷラン」） （様式１２ 「Ｍｙまっぷラン」） （様式１２ 「Ｍｙまっぷラン」） 
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地域の図面 

 （地形、等高線、主要な道路・鉄道・河川・施設等の名称、方位、縮尺をいれる） 
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